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当初予算の基本的な考え方

『安心できるまち、人が集まる磐田市』

◆人口減少・少子高齢化社会の進行

◆デジタル社会の進展

◆環境問題と激甚化する自然災害

◆経済やコロナ禍などの社会的変化

子どもたちの安心 暮らしと健康の安心 まちづくりと防災への安心

未来と仕事の安心 安心できる市役所づくり

＜政策推進の柱＞ 5つの安心プロジェクト

＜重点方針＞

① 子どもの笑顔がもっと広がる、支えあいの地域づくり

② 全世代型のデジタル活用ウェルビーイング

③ サステナブル社会へ・SDGsと施設マネジメント

④ まちぐるみで学びの機会の共創

⑤ 災害を教訓とした防災・減災対策

基本目標

直面する変化
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『 未来への責任予算 』

当初予算の基本的な考え方

令和５年度 当初予算のテーマ

一般会計 701億1,000万円（前年度比+8.1%）

特別会計 320億2,593万円（前年度比△1.5%）
①駐車場事業 ②国民健康保険事業 ③後期高齢者医療事業 ④介護保険事業 ⑤財産区（４会計）

企業会計 375億6,967万円（前年度比△0.2%）
①水道事業 ②下水道事業 ③病院事業

≪全会計の予算合計額≫

1,397億560万円（前年度比+3.5％）

令和５年度 当初予算（案）の構成
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当初予算の基本的な考え方

重点的に行う２つのポイント

誰もが安心できる子育て

防災・減災対策

◆出会いから、結婚、妊娠、出産、子育てまで、切れ目ない支援 ～ライフステージに合わせた継続的支援～

◆誰一人取り残さない子育てサポート体制 ～誰もが安心できる子育て支援～

◆豊かな未来が描ける環境づくり ～安心して預けられる子育て・教育施設の充実～

◆一日も早い災害復旧と防災・減災対策 ～災害への備えや災害発生時に迅速な対応ができるように対策を強化～

◇災害からの学び ～新たなシステム構築とインフラ整備の拡充～

◇災害に強いインフラ整備の推進 ～災害に備える～

◇台風15号被災地域の災害復旧事業 ～一日も早い復興に向け着実に歩みを進める～

子どもたちの安心

まちづくりと防災への安心
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「子どもたちの安心」 ～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～

安心プロジェクト

～多様化する子育て家庭の個々の

状況に応じ、誰一人取り残さない支援～

◆発達支援の充実

◆医療的ケア児の受入れ

本市オリジナルの新たな取組

誰一人取り残さない
子育てサポート体制

◆子どもの居場所づくり

◆安心して預けられる

子育て・教育施設の充実

豊かな未来が描ける
環境づくり

結婚したい男女が
結婚できるように

子どもを欲しい夫婦が
子どもを授かるように

誰一人取り残さない
体制の整備

子どもたちが健やかに育つ
環境の整備

磐田市で子育てをしたいと
思ってもらえるように

◆寄り添い型子育て支援 「ⅰぽーと」

◆こども家庭センター開設準備

◆若者が集まるまちに

出会いから、結婚、
妊娠、出産、子育てまで、
切れ目のない支援

誰もが安心できる子育て
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「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

出会いから、結婚、妊娠、出産、子育てまで、切れ目のない支援 主な取組の予算額 12.4億円

寄り添い型子育て支援 「ⅰぽーと」 ※関連事業費3.3億円 こども家庭センター開設準備

◆ⅰぽーと出産・子育て安心事業 111,051千円 ◆ⅰプラザ２階への開設準備 NEW 41,812千円

◇こども家庭センター 令和6年4月の開設に向け準備

◇子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と

子育て世代包括支援センター（母子保健）を総合的に推進

★「こども家庭センター準備担当」を配置

若者が集まるまちに

◆保険適用外の先進医療分の不妊治療費助成 NEW １0,000千円

◆若者、子育て世帯の移住定住を支援 NEW 7０，０00千円
◇若者、子育て世帯の住宅取得を支援

◆低所得妊婦に対する初回産科受診料助成 NEW 700千円

～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～

◇経済的な理由で妊娠をあきらめることがないように不妊治療費を助成

◇安全な出産のための医療受診の支援

◇妊娠期から子育て期まで一貫した保健師等による伴走型相談支援と

経済的支援を一体として実施

◇子育て支援センター、産後ケア施設などと連携した支援

◇オール磐田で子育て家庭をサポート



「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

◆出会い・結婚 ～結婚を望む男女が安心して出会い・結婚へのきっかけづくり～

◇縁結びサポート事業

◇結婚新生活支援事業

◆妊娠 ～経済的な理由で妊娠をあきらめることがないように～

◇保険適用外の先進医療分の不妊治療費助成 NEW

◆出産 ～安全・安心な出産のために～
◇低所得妊婦に対する初回産科受診料助成 NEW

◇ iぽーと出産・子育て安心事業

◆相談 ～安心して子育てができる支援体制を構築～
◇こども家庭センター開設準備（令和6年4月開設予定）NEW

◇子育て支援センター11か所の充実（０～3歳の未就園児等に寄り添う支援）

◆経済的支援
◇若者（39歳以下）、子育て世帯の移住定住を支援（空き家対策事業）NEW

◇こども医療費助成事業（高校生年代までの全額補助）

◇学校給食食材費の保護者負担の軽減 NEW

出
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～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～

6



7

「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

誰一人取り残さない子育てサポート体制 主な取組の予算額 0.5億円

◇発達に心配のある児童へ、多職種が連携して対応

◆発達支援センター「はあと」の早期相談体制の充実 42,209千円

◆幼児ことばの教室と「はあと」の連携を強化 NEW 1,057千円

◆医療的ケア児の受入体制を構築 NEW 2,710千円

◇訪問看護事業所への委託で市内全域をカバーする仕組を構築

◇対象校に看護師を任用

◇医療的ケア児（者）支援者ネットワーク会議を組織

～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～

発達支援の充実

医療的ケア児の受入れ 本市オリジナルの新たな取組

◇言語発声も含めて総合的に対応するため、幼児ことばの教室をこども部に移管

◆保護者支援の充実 76千円
◇就学についての情報交換会の開催
◇１歳６か月児健診事後教室の開催NEW



「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

◆発達支援 ～子どもや保護者を支援するとともに保育教育現場への支援を強化～
◇発達支援センター「はあと」の早期相談体制の充実
◇ことばのサポート事業（幼児ことばの教室と「はあと」との連携を強化）NEW
◇公私立園への発達支援体制の充実
◇保護者支援の充実（就学についての情報交換会の開催、１歳６か月児健診事後教室の開催NEW）

◆ひとり親家庭支援 ～ひとり親世帯の不安解消と生活の安定～
◇サポート冊子の作成（ひとり親家庭向けの支援策等をまとめたものを作成配布）NEW
◇養育費確保支援 NEW

◆若者支援 ～ひきこもりやヤングケアラーの支援～
◇ひきこもり、ヤングケアラーに関する周知啓発

◆女性相談 ～DV防止及び対策の強化～
◇ DV防止に関する啓発 ◇女性相談体制の強化（女性相談員を増員し対応を強化）

◆医療的ケア児 ～本市オリジナルの新たな取組を実施～
◇医療的ケア児の受入体制を構築
・保育所等：訪問看護事業所への委託で市内全域をカバーする仕組を構築 NEW

・小中学校：対象校に看護師を任用 NEW

◇医療的ケア児（者）支援者ネットワーク会議を組織 NEW

誰
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～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～
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「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

豊かな未来が描ける環境づくり 主な取組の予算額 19.1億円

◆第３の教育支援センター設置に向けた準備 NEW 554千円

◇待機児童の増加への対応

◆教育ＤＸの推進 NEW 6,581千円

◆小中一体校整備や民間保育施設の再築 1,147,125千円

◇ＡＩ自動追尾カメラとプログラミング教材の整備

◇探究的な学習の充実に向けた産官学連携教育ＤＸプロジェクト

◇「ＧＩＧＡスクール構想」に基づく、ＩＣＴを活用した学習環境の充実

★新たに「放課後活動課（児童クラブグループ、
部活動地域移行推進グループ）」を設置

～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～

子どもの居場所づくり

安心して預けられる子育て、教育施設の充実

◆放課後児童クラブを増設 NEW １，７０１千円

◇幼稚園、保育園、認定こども園、小中学校など、子どもたちが快適に生活できる環境を整備

◇不登校児童生徒への対応を強化



「子どもたちの安心」

安心プロジェクト

豊
か
な
未
来
が
描
け
る
環
境
づ
く
り

◆遊び場 ～安心して遊べる環境づくり～
◇豊岡児童遊園の施設整備 NEW

◇竜洋昆虫自然観察公園にシンボル遊具を設置 NEW

◆幼稚園・保育園・認定こども園など ～子どもたちが快適に生活できる環境を整備～
◇私立保育園（リーザプレスクール）の再築支援（令和６年４月開園）NEW

◇東部幼稚園の民営化での再築支援（令和７年４月開園）NEW

◇園のICT化・DXの推進 NEW

◇公立幼稚園遊戯室等空調設置 NEW

◇公立園における使用済み紙おむつの園回収

◇保育士キャリアアップ研修（4市1町連携事業）

◆小学校・中学校 ～たくましい磐田人を育てる環境を整備～
◇不登校児童生徒を支援 第3の教育支援センター設置に向けた準備 NEW

◇青城小学校放課後児童クラブを増設 NEW

◇AI自動追尾カメラとプログラミング教材の整備 NEW

◇探究的な学習の充実に向けた産官学連携教育DXプロジェクトNEW

◇向陽学府小中一体校の整備推進

◇小・中学校の長寿命化

◇小・中学校特別教室空調設置

～子どもたちをど真ん中に 「安心できるいわた」～
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「まちづくりと防災への安心」 ～将来まで暮らしが 「安心できるいわた」～

安心プロジェクト

災害を教訓とした防災・減災対策と安全・安心なまちづくり

◆消防力の強化

◆幹線道路整備の推進

◆鎌田第一区画整理支援事業

◆公共施設やインフラの維持管理に先手先手で対応

生活を支える基盤づくり

予算額 ２５．３億円

災害への備えや災害発生時に迅速な対応ができるように対策を強化

一日も早い災害復旧と防災・減災対策

予算額 ４１．６億円

◆2050年カーボンニュートラル

に向けた「投資」と「実践」

カーボンニュートラルの推進

◆災害からの教訓 ～新たなシステム構築とインフラ整備の拡充～
◆災害に強いインフラ整備の推進 ～災害に備える～
◆台風15号被災地域の災害復旧事業 ～一日も早い復興に向け着実に歩みを進める～
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一日も早い災害復旧と防災・減災対策 主な取組の予算額 41.6億円

災害に強いインフラ整備の推進

◇海岸堤防整備の推進
◇下水道管路の耐震化工事、
磐南浄化センターポンプ棟耐震化工事

◇水道老朽管更新、耐震化、漏水対策工事
◇橋梁耐震補強工事

「まちづくりと防災への安心」

安心プロジェクト

災害からの教訓 新たなシステム構築

◇被災者生活再建支援システムの導入 ＮＥＷ

・迅速な罹災証明の発行と被災者台帳システムを
活用した全庁的な情報共有

◇SNS×AI災害情報収集システムの試験導入 ＮＥＷ

・地域で発生しているリスク情報をリアルタイムで
集約し、避難情報の発信などに活用

◇冠水センサーの試験導入 ＮＥＷ

・大雨時の冠水情報を知らせる冠水センサーを
設置し自助共助を手助け

◇浸水被害カ所の災害予防（普通河川改修）
・水路かさ上げやバイパス対策など

◇大島排水ポンプ場の機械・電気設備工事

◇災害廃棄物仮置場の資材拡充（２か所分）

災害からの教訓 インフラ整備の拡充

被災地域の災害復旧事業

◇借上げ型応急住宅の提供

◇下田橋災害復旧工事

◇山地災害防止機能の向上

◇農業施設や林道の災害復旧

0.2億円 4.0億円

4.6億円 32.8億円

★新たに外部人材による防災専門人材「防災戦略監」を任用

～将来まで暮らしが 「安心できるいわた」～
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生活を支える基盤づくり 主な取組の予算額 25.2億円

消防力の強化

◇新消防庁舎整備の推進

「まちづくりと防災への安心」

安心プロジェクト

幹線道路整備の推進

◇安全・快適な道路環境整備

鎌田第一区画整理支援事業

◇三ケ野新貝こ線橋の撤去

公共施設やインフラの維持管理に先手先手で対応

◇豊岡支所施設整備 書庫棟解体工事 ＮＥＷ

◇市役所本庁舎 長寿命化改修工事

◇体育施設大規模修繕 ゆめりあフットサルコート、福田屋内スポーツセンターなど

◇文化施設や交流センター修繕 竜洋なぎの木会館など

◇小・中学校施設修繕 ◇幼稚園・保育園等施設修繕

◇公園施設修繕 竜洋昆虫自然観察公園の遊具更新など

～将来まで暮らしが 「安心できるいわた」～

★新たに「新消防庁舎整備担当」を配置
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カーボンニュートラルの推進

「まちづくりと防災への安心」

安心プロジェクト

脱炭素社会の実現に向けて、第２次磐田市環境基本計画後期計画に掲げる消費エネルギーの削減や

再生可能エネルギーの利用促進などの施策を推進します。

2050年カーボンニュートラルに向けた「投資」と「実践」

１ 第２次環境基本計画後期計画の着実な推進
⑴CO₂の削減が50%程度など著しい削減が見込まれる事業

◇向陽学府小中一体校の整備推進

◇体育施設のスマートロック導入 ＮＥＷ

⑵CO₂の削減が見込まれ、さらに次年度以降も効果が継続

する事業

◇地域ボランティアによる高齢者移動支援 ＮＥＷ

◇水道老朽管の更新・耐震化・漏水対策工事

⑶単年度にCO₂の削減が見込まれる事業

◇若者（39歳以下）・子育て世帯の移住定住を支援 ＮＥＷ

２ 市民や事業者に向けた地球温暖化に関する啓発

◇家庭向け節電促進キャンペーンの実施 NEW

◇食品ロス削減キャンペーンの実施、紙製クリアファイルの作成

◇小中学生向け地球温暖化対策に関する環境学習

３ 市の施設における地球温暖化対策の方向性を決定

◇第３次磐田市地球温暖化対策実行計画の策定

◇市の施設における再エネ導入調査 ＮＥＷ

＊「主な取組と事業費の一覧」に掲載した事業は、環境に対する貢献度を３段階で評価しています。

★新たに「カーボンニュートラル推進担当」を配置

～将来まで暮らしが 「安心できるいわた」～
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「暮らしと健康の安心」 ～歳を重ねても、障がいがあっても、病気になっても 「安心できるいわた」～

安心プロジェクト

誰でも活躍できる環境づくり 主な取組の予算額 0.9億円

◇障害者就労相談支援窓口の設置 ＮＥＷ

◇障害者福祉施設整備補助金 障害者福祉施設の建て替え ＮＥＷ

生活困窮者自立相談支援体制の充実

障がい者の就労支援

◇生活困窮者自立相談支援業務に家計改善支援と一時生活支援を追加 ＮＥＷ

新たな健康づくりの環境整備

認知症の人に優しい地域づくりの推進

◇デジタルを活用した働き世代の健康づくり ＮＥＷ

成年後見制度の普及推進

◇認知症ガイドブックの改訂

◇市民後見人の養成
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「暮らしと健康の安心」

安心プロジェクト

誰も取り残さない環境づくり 主な取組の予算額 0.9億円

◇防犯灯設置補助金の拡充

◇ゾーン30プラス 交通安全対策整備工事 ＮＥＷ

市民の移動手段の確保

地域の安全・安心な生活環境を維持

◇地域ボランティアによる高齢者移動支援 ＮＥＷ

◇民間バス事業者支援の拡充

★課名を地域づくり応援課から「自治デザイン課」へ変更

～歳を重ねても、障がいがあっても、病気になっても 「安心できるいわた」～
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「未来と仕事の安心」 ～10年後へ向け価値を創造し 「安心できるいわた」～

安心プロジェクト

元気な産業と雇用創出 主な取組の予算額 3.2億円

企業の誘致や首都圏からの企業・人材の呼び込み

◇次世代産業立地促進事業費補助金 ＮＥＷ

◇広域マッチング交流会 ＮＥＷ

◇首都圏連携コーディネーター

◇新たな工業用地開発の推進

いわたへの就職を応援

◇いわた就活サポーター ＮＥＷ

◇合同入社式 ＮＥＷ

働く人の学びの場を創出 （中小企業支援）

◇人材育成事業費補助金（マネジメント・ＩＴスキル・語学など）

◇技術系学びの機会を提供（生産管理・プレス鍛造など）

農業生産力の向上の取組

◇市荒廃農地対策事業の補助率を拡充

◇学校給食の地産地消推進を研究 ＮＥＷ

★新たに「ふるさと納税チーム」を設置
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「未来と仕事の安心」

安心プロジェクト

素材を生かした新たな価値の創出 主な取組の予算額 2.6億円

磐田市民文化会館「かたりあ」を中心に
人が集まる取組を進める

いわたの歴史に誇りを

◇遠江国分寺跡金堂等整備工事

「かたりあ」１周年記念事業 ＮＥＷ

◇かたりあ誕生祭

◇静岡県高校ダンスコンテスト

◇著名アーティストによるワークショップ

◇市民提案イベント

大河ドラマを活用した交流人口増の取組 ＮＥＷ

◇若き日の家康散策ツアー

◇徳川埋蔵金デジタルスタンプラリー

◇徳川家康関連企画展や講演会など

◇文化ゾーン構想 ＮＥＷ

～10年後へ向け価値を創造し 「安心できるいわた」～
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「未来と仕事の安心」

安心プロジェクト

スポーツのまちナンバーワンを目指して 主な取組の予算額 4.4億円

スポーツのまち磐田の発信

◇スポーツのまち未来構想 ＮＥＷ

◇スポーツプラットフォーム ＮＥＷ

ホーム＆ホストタウン磐田の推進

◇ジュビロ磐田小学生一斉観戦

◇静岡ブルーレヴズ中学生一斉観戦 ＮＥＷ

◇シティドレッシング ＮＥＷ

◇市民応援デー ＮＥＷ

トップスポーツを体感 スポーツ夢基金活用事業

◇女子スポーツ体験会 ＮＥＷ

◇テックボール体験会 ＮＥＷ

◇ファミリーラグビー体験会 ＮＥＷ

◇野球教室 ＮＥＷ

体育施設の大規模修繕

◇ゆめりあフットサルコート改修工事

・人工芝張替、照明設備改修など

窓口に「行かない」施設利用の実現

◇学校体育施設へスマートロック設置 ＮＥＷ

★新たに「スポーツ戦略グループ」を設置

～10年後へ向け価値を創造し 「安心できるいわた」～

©

SHIZUOKA BlueRevs / Yuuri Tanimoto
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「安心できる市役所づくり」 ～市役所を「判断する場所」から「相談できる場所」へ～

安心プロジェクト

地域と共に課題に取り組む 主な取組の予算額 0.3億円

外部人材の活用

外国人に選ばれるまちに

◇外国人アンバサダーの選任 ＮＥＷ学びの場の創出

◇いわたここからラボ

・高校生ここからラボ ＮＥＷ

地域と共に魅力を創出

◇公民連携による「準公式サイト」開設 ＮＥＷ

◇地域おこし協力隊の活用 ＮＥＷ

◇デジタル専門人材 ＣＤＯ補佐官の任用

◇防災専門人材 防災戦略監の任用 ＮＥＷ
小規模多機能自治の推進

◇中学生以上全住民アンケートの実施

◇地域ボランティアによる高齢者移動支援 ＮＥＷ

◇ファシリテーターの養成

◇まちづくりワークショップ

公民連携の更なる充実

◇ウェルビーイング指標の研究 ＮＥＷ

持続可能なまちづくりの推進

◇（仮称）協働のまちづくり基本条例の検討

・令和6年4月制定に向けた検討

★課名を地域づくり応援課から「自治デザイン課」へ変更
★新たに「ダイバーシティ推進室」を設置



・既存紙文書の電子データ化やデータ活用
・マイナンバーカードを活用した新たなサービスの展開

など
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「安心できる市役所づくり」 ～市民に開かれた「相談できる場所」への転換～

安心プロジェクト

もっと便利な市役所へ ～デジタル活用によるウェルビーイング～ 主な取組の予算額 0.2億円

庁内のＤＸの推進

教育ＤＸの推進

◇AI自動追尾カメラとプログラミング教材の整備 ＮＥＷ

◇探究的な学習の充実に向けた産官学連携教育DXプロジェクト ＮＥＷ

ＤＸでもっと便利に ～「書かない」・「行かない」の実現～

◇学校体育施設へスマートロックを設置 ＮＥＷ

◇交流センターにＷｅｂ施設予約を導入 ＮＥＷ

◇スマートフォン教室の開催

◇電子申請システムの機能追加

◇市役所本庁舎西庁舎の会議室ネットワーク無線化・Wi-Fi整備

★課名をデジタル政策課から
「ＤＸ推進課」へ変更し、企画部へ移行

いわたのｄＸ 予算額 7.2億円

「すべての人にやさしく、安心を感じてもらえる
デジタルスマートシティ」を実現するため、記載の
事業のほかにも様々な取組を展開していきます。
















